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「ＢＲＩＤＧＥ構築事業」実施要綱 

 

（令和７年３月 25日北海道教育庁学校教育局高校教育課長決定） 

（令和８年４月 30日一部改正） 

 

１ 趣旨 

  道立高等学校、道立中等教育学校（以下「道立高等学校」という。）及び道立特別支

援学校（高等部）（以下「道立学校」という。）において、生徒一人一人が協働性、社会

貢献意識、自己肯定感を高めて自己実現できるよう、教科等横断的な視点で探究的な学

習を充実させ、将来の北海道を担う人材を育成する。 

 

２ 事業の目的 

 (1) 道立学校の生徒の言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力など、学習の基盤

となる資質・能力や、探究活動を実社会での価値創造に結び付ける力を育成する。 

 (2) 横断的・総合的な探究課題等に対して、各教科等の見方・考え方を総合的・統合的

に活用できるよう、道立学校の授業において、各教科等の特質等に応じて、問題を発

見・解決する過程の充実を図る。 

(3) 道立学校において、教科等横断的に行われる生徒の探究活動を支える体制や、外部

の教育資源を有効に活用できる体制等を整備する。 

 

３ 事業の実施期間 

  令和７年度（2025年度）から令和９年度（2027年度）までの３年間とする。 

 

４ 事業の内容 

 (1) 「Ezo探究」プロジェクト 

   道立学校等における成果発表会は、次のことに留意して実施する。 

  ・道立学校等において、生徒が取り組んだ探究活動の成果を発表・交流する機会を設

定するとともに、意見交流ができるよう努めるものとする。 

・成果発表会の前に中間発表の機会を設け、他校の生徒や地域関係者と探究活動のプ

ロセスについて交流できるよう努めるものとする。 

・成果発表会の設定に当たっては、地域や保護者へ公開するなど、生徒が広く成果発

表するとともに、生徒の探究活動が広く地域に理解されるよう努めるものとする。 

    ア 目的 

(ｱ) 生徒が探究的な活動の学習成果を発表することで、外部からの評価を得るとと

もに、他者と意見交換等を行うことで、自己の考えを深め、新たに生じた関心や

疑問から課題を設定し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。 

(ｲ) 探究的な活動のプロセス等について、生徒や教員がお互いに意見交換をするこ

とにより、今後の探究活動の充実に資する。 

  イ 参加対象 

   (ｱ) 「各地域における成果発表会」は、道立高等学校の生徒 

   (ｲ) 「全道成果発表会」は、道立学校、市町村立高等学校及び私立高等学校の生徒 

  ウ 実施内容等 

   (ｱ) 各地域における成果発表会（tan-fest in ●●管内） 

    ａ 参加対象 
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     ・各道立高等学校から選出された生徒 

     ・各教育局で参加を呼びかけた、市町村立高等学校及び私立高等学校の生徒（た

だし、下記「ｃ」の対象とはしない） 

    ｂ 実施及び発表形態 

・各地域において、道立高等学校の生徒が「総合的な探究の時間」や「課題研

究」など、教育課程内で取り組んだ探究活動の成果発表会を実施する。 

・本成果発表会は、オンラインで実施するものとする。実施要項は、高校教育

課が定めた準則に基づき主管教育局において決定する。 

・本成果発表会の運営は各教育局が行う。 

    ｃ 審査及び派遣等 

・本成果発表会における審査の結果、選出された学校を、全道成果発表会（下

記「(ｲ)」関係、以下「Ezo探究-festival」という。）に派遣する。なお、派

遣に係る引率教諭及び生徒の費用は道費で措置する。 

・開催地域及び「Ezo探究-festival」に派遣される学校数については、下表の

とおりとする。 

      【「Ezo探究-festival」派遣学校数等】 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) Ezo探究-festival 

ａ 参加対象 

・各地域における成果発表会で選出された生徒（上記「(ｱ)」関係） 

・「『アントレプレナーシップ教育』推進プロジェクト」及び「グローカル課

題探究支援事業」で選出された生徒（「４(2)」及び「４(3)ウ(ｲ)」関係） 

・特別支援学校（高等部）から選出された生徒 

・市町村立高等学校及び私立高等学校から選出された生徒 

ｂ 実施及び発表形態 

・プレゼンテーションソフトを利用したステージ発表と、ポスターセッション

を行う。 

・「『アントレプレナーシップ教育』推進プロジェクト」及び「グローカル課

管内 道立高等学校数  開催地域 道立高等学校数 派遣学校数 

空知 １６ 空知 １６ １ 

石狩 ３８ 石狩 ３８ ３ 

後志 １０ 後志 １０ １ 

胆振 １８ 
胆振及び日高 ２３ ２ 

日高 ５ 

渡島 １４ 
渡島及び檜山 １７ １ 

檜山 ３ 

上川 １８ 上川 １８ ２ 

留萌 ５ 
留萌及び宗谷 １１ １ 

宗谷 ６ 

オホーツク ２０ オホーツク ２０ ２ 

十勝 １７ 十勝 １７ １ 

釧路 １１ 
釧路及び根室 １６ １ 

根室 ５ 

合計 １８６ 合計 １８６ １５ 
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題探究支援事業」で選出された生徒はステージ発表及びポスターセッション

の両方を行い、それ以外の生徒はポスターセッションのみを行う。 

・「Ezo探究-festival」の企画・運営は高校教育課及び「三方よし企画委員会」

（「４(5)イ(ｱ)」関係）が行う。 

ｃ 審査及び表彰 

ポスターセッションを対象として審査を行い、審査基準に基づいて表彰する。 

    ｄ その他 

・道立高等学校以外の参加対象校（特別支援学校（高等部）、市町村立高等学

校及び私立高等学校）の選出方法については、別途定める。 

・「Ezo探究-festival」の実施要項は、高校教育課長が別途定める。 

 

 (2) 「アントレプレナーシップ教育」推進プロジェクト 

    ア 目的 

複雑かつ困難な社会課題の解決や持続的な社会の発展に向け、生徒が新たな価値

を創造して活躍できるよう、大学や研究機関、企業、自治体等の多様な機関と連携・

協働しながら課題を解決する活動に取り組み、実社会や実生活との関わりの中で設

定した課題の解決を図ることにより、言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能

力や、探究活動を実社会での価値創造に結び付ける力を育成する。 

  イ 参加対象 

   ・参加を希望する道立高等学校の生徒 

   ・参加が決定した生徒は、下記「ウ」の(ｱ)～(ｴ)の全てに参加する。 

  ウ 実施内容等 

   (ｱ) オンラインセミナー 

企業経営者、金融機関職員、大学教員等を講師として実施する。 

・新たな価値を生み出すために必要な資質・能力や、起業に必要なルール等につ

いて理解が深まるよう、講義やワークショップを行う。 

・生徒が作成したビジネスモデル等について、専門的見地から助言することによ

り、起業への理解促進や起業体験活動の推進を図る。 

   (ｲ) アントレ・キャンプ 

    ａ 内容 

      アントレ・キャンプは、次の内容により実施する。 

     ・企業経営者、大学等の有識者を講師とした講義 

     ・企業訪問等によるフィールドワーク 

     ・参加した生徒によるグループワーク 

     ・起業に向けたビジネスモデルの作成などの演習 

     ・アントレ・キャンプ中の活動成果に係る発表 

    ｂ 実施形態等 

     ・実施時期は毎年８月（夏季休業期間中）、３泊４日（参集型）で実施するこ

とを原則とする。 

     ・交通費及び宿泊費等の参加費用は、参加者の自己負担とする。 

     ・企画・運営は、高校教育課の指導主事等が行う。 

   (ｳ) 探究活動中間報告（オンライン報告） 

     生徒による活動経過の中間報告、ディスカッション等を実施する。 

   (ｴ) 探究活動成果発表（オンライン発表） 
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     生徒による成果発表を行い、審査の結果選出された生徒を「Ezo探究-festival」

に派遣する。なお、派遣に係る引率教諭及び生徒の費用は道費で措置する。 

エ その他 

    本プロジェクトの実施要項は、高校教育課長が別途定める。 

 

 (3) 「実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェクト 

    ア 目的 

(ｱ) 自治体や企業等を対象とした「総合的な探究の時間合同説明会」及び「学校・

地域実践事例報告会」を通じて、自治体等が「総合的な探究の時間」についての

理解を深めるとともに、生徒が行う実社会・実生活と結び付いた課題の設定等、

探究活動を支援する体制の充実を図る。 

(ｲ) 地域と協働して課題を設定して課題解決を目指す高等学校を指定し、グローバ

ルな視点での探究活動を行うことを通じて、指定校の生徒の言語能力、情報活用

能力、問題発見・解決能力や、探究活動を実社会での課題解決に結び付ける力を

育成する。 

(ｳ) 道立高等学校の地域連携を担当する教職員（以下「地域連携担当教職員」とい

う。）を対象とした研修を実施することを通じて、生徒の探究活動等を支える、

各高等学校と地域との持続可能な連携体制の充実を図る。 

イ 参加対象（指定校） 

・「４(1)ウ(ｱ)ｃ」の開催地域から各１校選定し、計 10校を指定校とする。 

・指定校の指定期間は、３年間とする。 

ウ 実施内容等 

  高校教育課に「総合的な探究の時間支援員」（以下「総探支援員」という。）を配

置し、総探支援員が指定校と連携して、下記「(ｱ)～(ｴ)」に取り組むこととする。 

   (ｱ) 総合的な探究の時間普及・充実事業 

ａ 内容 

・指定校の存する地域で、総合的な探究の時間の趣旨や学校における取組内容

等について自治体や企業等に周知し、理解を促すため、「総合的な探究の時

間合同説明会」を開催する。 

・指定校の取組や成果等を共有し、指定校の取組を一層充実させるため、指定

校の存する地域の自治体や企業等が出席する「学校・地域実践事例報告会」

を開催する。 

    ｂ 参加対象 

      指定校、指定校の存する自治体及び近隣自治体の市町村部局関係者、企業関

係者等 

    ｃ 実施体制 

・「総合的な探究の時間合同説明会」及び「学校・地域実践事例報告会」の開

催・実施に当たり、指定校を所管する教育局の指導主事、進路相談員及び社

会教育指導班と連携を図る。 

・地域の自治体や企業等に「総合的な探究の時間合同説明会」及び「学校・地

域実践事例報告会」への参加を促すに当たり、各振興局商工労働観光課等と

連携を図る。 

    ｄ 成果の普及 

生徒の探究活動を支援する自治体や企業等を「総合的な探究の時間応援団」
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としてリスト化し、道立高等学校で活用する。 

   (ｲ) グローカル課題探究支援事業 

    ａ 内容 

     ・指定校と地域の自治体や企業等が連携・協力し、指定校の生徒がグローバル

な視点で地域課題の解決を目指した探究活動を実施する。 

・地域の自治体や企業等と連携・協力して、グローバルな視点で地域に貢献で

きる人材を育成する。 

・指定校を対象に、大学教員等を講師としてオンラインセミナーを実施する。

オンラインセミナーは、グローバルな視点から地域の課題を発見し、課題解

決に必要な資質・能力等について理解が深まるよう、講義やワークショップ

を行う。また、指定校は、連携する自治体等の協力を得て、フィールドワー

ク等を実施する。 

・本事業に参加した生徒による活動経過の中間報告、ディスカッション等を実

施する探究活動中間報告（オンライン報告）を行う。 

・本事業に参加した生徒による探究活動成果発表（オンライン発表）を行い、

「Ezo探究-festival」に派遣する。 

・なお、成果発表の結果、選出された生徒は、「Ezo探究-festival」において、

ステージ発表及びポスターセッションの両方を行う。 

・また、派遣に係る引率教諭及び生徒の費用は道費で措置する。 

    ｂ 参加対象 

      指定校に在籍する生徒 

ｃ 実施体制等 

指定校と連携し、指定校の生徒の探究活動を支援する自治体等を、指定校の

近隣自治体を対象に公募し、連携体制を構築する。 

   (ｳ) 地域連携担当教職員支援事業 

    ａ 内容 

      道立高等学校と自治体等が連携して生徒を育成できるよう、地域と連携した

学校教育の充実に向け、地域連携担当教職員を対象とした研修会の開催 

    ｂ 参加対象 

      全道立高等学校の地域連携担当教職員 

    ｃ 実施体制等 

     ・道立教育研究所や自治体等と連携して実施する。 

     ・研修の充実を図るため、研修の内容によっては、自治体等の職員に参加を依

頼し、地域連携担当教職員と協議する機会を設定する。 

   (ｴ) その他 

    ・上記「(ｱ)～(ｳ)」の他、指定校の支援に必要な業務がある場合、総探支援員が

担当する。 

エ その他 

    本プロジェクトの実施要項は、高校教育課長が別途定める。 

 

 (4) 「教科等横断」推進プロジェクト 

  ア 目的 

   (ｱ) 生徒の探究活動が充実するよう、生徒の伴走支援をする教員の実践的な資質・

能力の向上に資する。 
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   (ｲ) 生徒が探究の過程において、各教科等の特質に応じた見方・考え方を総合的・

統合的に働かせることができるよう、各教科等における探究的な学びの実現に向

けた授業改善の取組を通じて、各高等学校における教科等横断的な教育の一層の

充実を図る。 

  イ 参加対象 

    全道立高等学校の教員 

  ウ 実施内容等 

   (ｱ) 伴走支援充実事業 

    ａ 内容 

      全道立高等学校の教員を対象に、生徒の探究活動を伴走支援する際に必要な

資質・能力の向上を図るため、大学教員等を講師とした講習を実施する。 

    ｂ 実施体制等 

     ・同時双方向型のオンライン講習や、講習の内容を記録したオンデマンド講習

により実施することを原則とする。 

     ・本講習は「全国教員研修プラットフォーム」（Plant）に登録する研修対象と

し、参加対象者は、原則として同時双方向型のオンライン講習又はオンデマ

ンド講習のいずれかを受講する。 

   (ｲ) 探究型学習実践事業（授業等研究セミナー） 

    ａ 内容 

     ・道立高等学校教諭、指導主事・研究研修主事、大学教員等からなる授業研究

チームを組織するなどして、教材・学習指導案の検討、研究授業、研究協議、

研究授業後の振り返り等を実施し、教科等における探究的な学びについて授

業研究を行う。 

     ・授業研究チームは、高校教育課において決定後、高校教育課長から委嘱する。 

・授業研究チームを構成するチーム員のうち、道立高等学校教諭を「探究的学

習推進教師」（以下「探究推進教師」という。）に任命する。 

    ｂ 実施体制等 

     ・会場は道立高等学校とし、類型に応じ、下表のブロックで実施する。 

 

 

 

 

 

 

・授業研究チームの連絡・調整等は、当該教科等を担当するブロック内の指導

主事が行う。 

ｃ 類型 

  授業等研究セミナーは、下記「(a)～(c)」の類型で実施する。 

     (a) 教科等横断型 

      ①対象は「環境」や「防災」など、現代的な諸課題に関する教科等横断的な

教育内容とし、複数の教科で構成する授業研究チームにおいて取り扱う内

容を決定する。 

      ②教科等横断型は各ブロックで１つの教育内容を取り扱い開催する。 

      ③取り扱う内容に関係する教科のセミナーは、当該ブロックでは実施しない

ブロック名 ブロックを構成する教育局名 

道央ブロック 石狩教育局、空知教育局、後志教育局 

道南ブロック 渡島教育局、胆振教育局、日高教育局、檜山教育局 

道北ブロック 上川教育局、留萌教育局、宗谷教育局 

道東ブロック 十勝教育局、オホーツク教育局、釧路教育局、根室教育局 



p. 7 

 

ことができるものとする。 

     (b) 教科指導充実型 

①対象教科は、国語、数学、地理歴史・公民、理科、外国語（英語）、情報、

家庭、農業、工業、商業、水産とする。 

②国語、数学、地理歴史・公民、理科、外国語（英語）、保健体育は全道４ブ

ロック、情報は全道２ブロック、家庭、農業、工業、商業、水産は全道１ブ

ロックで開催する。 

③外国語（英語）においては、AIの効果的な活用により、生徒の英語による

言語活動の質的向上を図ることを目的とした実証研究の取組を行う。 

     (c) 探究活動支援型 

①対象教科等は、総合的な探究の時間及び特別支援教育とする。 

②「総合的な探究の時間」は全道１ブロック、特別支援教育は全道４ブロッ

クで開催する。 

③探究活動の成果発表の参観や優れた指導力を有する教員による事例発表

等、各教科等の実態に応じて内容を決定する。 

ｄ 成果の普及 

     ・各セミナーの実施状況等をまとめたレポートを作成し、主管教育局のウェブ

ページに掲載する。 

     ・探究推進教師が、各管内の教科教育研究会等に参加し、実践発表等を行う。 

ｅ 道費による措置でのセミナーへの参加 

道立高等学校の各教科に所属する教諭のうち１名は、３年間で１回、在籍す

る学校が存するブロックで行われる、上記「ｃ」の「(a)又は(b)」の実施会場

に参集して参加することを原則とする。なお、参加に係る教諭の費用は１回の

み、道費で措置する。 

エ その他 

      本プロジェクトの実施要項は、高校教育課長が別途定める。 

 

 (5) 「ＢＲＩＤＧＥ構築事業」企画評価検討会議 

  ア 目的 

外部有識者を含む、企画評価検討会議を開催し、本事業の企画・運営や、進捗管

理・事業評価を行い、事業の改善・充実に資する。 

  イ 実施内容等 

   (ｱ) 三方よし企画委員会 

    ａ 内容 

本事業の企画・運営に係り、次の内容を所掌する。 

・「Ezo探究-festival」の全体の企画・運営（会場予約・設営、審査関係、広

報活動、大学生や留学生の招待等） 

・生徒及び教員のリフレクション研修の企画・運営 

・前日レセプションの企画・運営 

・その他、必要な事項 

    ｂ 編制対象 

      総探支援員及び運営に協力する民間企業等 

    ｃ 実施体制等 

「Ezo探究-festival」の企画・運営に係り、高校教育課と連携する。 
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   (ｲ) 三方よし評価委員会 

    ａ 内容 

      本事業の進捗管理・事業評価に係り、次の内容を所掌する。 

     ・専門的な見地から助言 

・意見交換や情報交換を行い、事業の改善・充実に向けた提案 

    ｂ 編制対象 

     ・北海道、札幌市、北海道大学、株式会社ニトリホールディングス（以下「四

者」という。）の職員等 

・道立学校の管理職 

・その他、道教委が出席を依頼する者 

  ウ その他 

「三方よし企画委員会」及び「三方よし評価委員会」の設置・開催等に必要な事

項は、高校教育課長が別途定める。 

 

５ その他 

・この要綱に定めるものは、四者による「『みらい IT人財』育成の推進に関する連携に

かかる協定書」に基づき、四者の協力の下、実施する。 

 ・この要綱で定めるもののほか、本事業の推進に必要な事項については、高校教育課長

が別途定める。 

 

  附 則 

 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

 この要綱は、令和８年５月１日から施行する。 

 


